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菊地功大司教 メッセージ

ルカ福音は、「私が来たのは、地上に火を投ずるためである」とイエスが述べた言葉を記
しています。しかし同時にイエスは、自らの十字架での受難と死と復活を経なければ、
その火が燃えさかることはないとも述べています。このことから、地上に投じられる火
は、聖霊の火を示唆する言葉であろうと推測されます。もちろん聖霊に導かれて、神の
福音が燃えさかる火のように広がっていくことも示唆しています。

使徒言行録に記された聖霊降臨の出来事は、騒々しくて落ち着かない出来事でありまし
た。粛々と進むのではなく、周囲の人たちが驚いて見物に来るような、騒々しい出来事
です。聖霊の働きがあるところには、騒々しさがあります。なにぶん火が燃えさかるの
ですから、落ち着いているはずがありません。聖霊が豊かに働くところは、騒々しくて
落ち着かないのです。

ルカ福音は、対立と分断をもたらすというイエスの言葉を記します。これこそ落ち着か
ない言葉です。感染症の不安の中で戦争まで始まり、様々な暴力が支配する社会は、ま
さしく対立と分断の社会であり、現実は教会が主張し続ける支え合いと連帯の社会の対
極にあります。一体これがイエスがもたらす現実なのでしょうか。

もちろんイエスの言葉は、対立や分断を推奨しているわけではありません。イエスの真
意は、福音の価値観を前面に掲げ、聖霊の燃えさかる炎をひろげようとするならば、こ
の世を支配する価値観と対立するという指摘です。

ヘブライ人への手紙でパウロは、この世の迫害に負けることなく、受難と死を耐え忍ん
だイエスの模範に倣い、「自分に定められている競争を忍耐強く走り抜こう」と呼びかけ
ます。

日本の教会は 8月 15日の聖⺟被昇天の祝日までを、平和旬間としています。コロナ禍で
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まだ制約がありますが、各地で平和を求める行動が繰り広げられています。わたしたち
の行動は、この世界に神の秩序を実現させ、福音の価値観を生きる社会を実現し、賜物
であるすべてのいのちがその始めから終わりまで尊重され守られる社会を実現しようと
する行動です。あたかも暴力が支配するかのような現実は、ともすれば同じ暴力に頼っ
て自らを守ることを良しとする方向に、わたしたちをいざないます。激しくそちらへ引
き込もうとする潮流の中で、立ち止まって平和を唱えることは、容易なことではありま
せん。まさしく福音の価値観を堅持しようとするとき、そこに社会の主流である価値観
との対立が生じかねません。イエスの模範に倣い、忠実に忍耐強く、走り続けたいと思
います。

その聖⺟被昇天の祝日に朗読されるルカ福音は、聖⺟讃歌「マグニフィカト」を記して
います。

「身分の低い、この主のはしためにも、目を留めてくださった」と歌うことで、聖⺟は、
神が人を計る量りについて語ります。その量りは人間の常識が定める価値観によるので
はなく、神ご自身の価値観に基づく量り、すなわちすべてのいのちはご自身がその似姿
として創造されたものとして大切なのだ、愛する存在なのだ、という神の愛といつくし
みに基づいた量りであります。

自らの神の⺟としての選び、それ自体が、人間の常識をはるかに越えた神の価値観に基
づいた、すべてのいのちを愛する神の具体的な行動であると、聖⺟は強調します。

わたしたち一人ひとりを、そのいつくしみを持って導かれる主の愛に信頼し、この世界
に投じられた聖霊の炎がさらに燃えさかるように務めて参りましょう。


